
 

 

1 下水道中期ビジョン策定の趣旨 

下水道は、家庭からの生活排水や事業所からの排水等による、河川などの公共用水域の水質汚

濁を防止し、衛生的で快適な生活環境を確保するために必要なものです。 

現在、全国的な社会問題として、人口の減少、インフラの老朽化及び大規模な災害などが問題

となっています。下水道事業においては、人口減少により使用料収入が減収し、インフラ（処理

施設や管路施設）の老朽化は、更新工事への投資増大を招き経営を圧迫します。また、近年はこ

れまで想定していなかった異常気象や大規模な災害が発生しており、豪雨対策として雨水管の整

備や処理施設の浸水対策、地震対策として処理施設及び管路施設の耐震診断等の必要性が高まっ

ています。 

本ビジョンは、特定環境保全公共下水道における、これらの現状と平成２１年度に策定した別

海町下水道中期ビジョンにおける目標値の進捗状況を確認し、近年の下水道事業が抱える課題を

整理した上で、具体的な対策を示すために、計画期間を令和２年度から令和１１年度までとした

新たな『別海町下水道中期ビジョン』を策定します。 

 

2 基本理念及び基本方針 

今後 10 年間における下水道事業の基本理念を、本町の第７次総合計画を基に設定しました。

さらに基本理念に沿って 3 つの基本方針を設定しました。 

 

3 現状の課題と施策 

本町の下水道事業の課題として、災害対策や施設の老朽化、居住環境の保全に関するものが大

きく７つ挙げられます。特に施設の老朽化については、処理機能の低下につながることから、限

られた予算の中で、計画的かつ効率的な老朽化対策を継続し、今後も行っていく必要があります。 
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4 施策計画及び目標（特定環境保全公共下水道のみ） 

 

※1 ○：既計画の目標値達成。△：既計画の目標値一部達成。 

※2 赤字：令和 11年度における目標値。（）：令和 1年度における値。 


